
学生とメディカルセンター職員が集うアートカフェ第 2弾！

リハビリメーター参考例

日時

4/25( 木 )18:00-19:30 
場所

筑波メディカルセンター病院
1Ｆレストラン「オアシス」

主催：公益財団法人　筑波メディカルセンター広報委員会　　協力：筑波大学　アートデザインプロデュース演習 adp2013　アスパラガス、パプリカ

とは ?１. トークイベント開催
その 1: 学生のアート活動紹介
・家族控室の改修提案 - 家族と気持ちよく過ごしながら散髪出来るつつまれサロン -

・外来ラウンジの改修提案 - 縁側のような心地いいひだまりラウンジ -

・専門外来での待ち合いデザイン - スタッフ紹介カードとはるまちポケットの設置 -

その 2: 病院職員の取り組み紹介
・来たれ！筑波メディカルセンターへ：研修医が作り上げた医学生を対象とした病院見学会

 研修医 久野亜積実

その 3: 医療とアートの協働プロジェクトの難しさと面白さ
・病院長 軸屋智昭 × 筑波大学芸術系教員 貝島桃代

2. ワークショップ　リハビリそらメーターをつくろう
廊下で患者さんが少しでも楽しくリハビリに臨むことが出来るように、空をイメージしたメー

ターの装飾物をみんなで手作りましょう。今回制作するメーターは新館検査エリアや病棟の廊

下天井に設置します。

３. 軽食と飲み物ご用意
リラックスして話せるようにパン、サンドイッチ、飲み物などを用意しています。

筑波大生と病院が協働で行っているアートやデザイン

による環境改善の取り組みは７年目になります。

昨年度は、学生と職員が交流しながら活動するための

第一歩となるように「はじまるカフェ」という名前カ

フェを開きました。今年度は、より両者が活発に議論

しながら環境改善に取り組む場を目指して「ひろがる

カフェ」と名付けています。

新年度スタートのこの時期にみんなでお茶を飲みなが

ら、手を動かしながら病院でのアートやデザインのあ

り方について話をしてみませんか。

カフェメニュー

18:10 ～

19:10 ～

18:00 ～ 19:30


